
三条塚古墳（富津市）
前方が三条塚古墳/6世紀末築造の前方後円墳/右手前が後円部、左奥が前方部/盾形の二重周溝が巡っていたと云う/北東側
から見たところ



　　　　　　正面は後円部（東側から見たところ）で前方に説明坂が立っている



　　　　ここから後円部に進もう



古代の前方後円墳である三条塚古墳を利用しながら、近世の城郭遺構である飯野陣屋が造られている
ため、三条塚古墳の墳丘の東側は、江戸時代の末期に藩校の明進館が建てられた関係で大きく削られ
ており、また墳丘そのものも飯野陣屋築造当初は陣屋の物見台として用いられた可能性が高いと云う



　　この先にも説明坂が立っている/前方はくびれ部辺りか



埴輪が検出されておらず、埴輪の風習が途絶えた直後の築造とされる/三条塚古墳は飯野陣屋の遺構内にあり、東側周濠の一部
が二の丸と三の丸との間の周濠となっている以外は、飯野陣屋の三の丸の一部となっている。また、西側の外側周濠は飯野陣屋
三の丸の堀の一部として利用され、飯野陣屋の三の丸西側にある土塁の一部は、三条塚古墳の内周濠と外周濠との間の周堤を
利用したものと考えられていると云う





　　　　　　前方部の隅がカットされた、独特な形をしている

現在地



これが西側の外側周濠で、飯野陣屋三の丸の堀の一部として利用されている/南側から北方向に見たところ/右手が三条塚古墳



　　　　後円部の墳頂に登ろう



　右手に後円部の墳頂を見たところ



　　左手にくびれ部辺りを見たところ



　　　　途中に何か落ちている



これが後円部墳丘の中腹に露出している天井石の一つのようだ/金鈴塚古墳と同様に、生痕化石の残る砂岩質の岩塊（房州石）
が使われている



　　　　墳丘の上から見たところ



　　　　さて、ここが後円部墳頂/北東方向に見たところ



　これは後円部墳頂から前方部方向（南西方向）を見たところ



　　　　　　これは前方部墳頂/南西方向を見たところ



これは前方部の墳丘下で前方部から後円部方向を見たところ



　　　　　そこで振り返って前方部の墳丘を見たところ
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